
所管事務調査報告 

 

 産業建設常任委員会 

平成２９年８月２５日 

調 査 事 項  地方卸売市場について 

調 査 日 時  
平成２９年７月１２日午前１０時から 

平成２９年８月１０日午前１０時から 

調 査 項 目  
１ 山陽小野田市地方卸売市場卸売業者への市補助金について 

２ 山陽小野田市地方卸売市場条例との関わり 

調査によって 

明 ら か に  

なった事項 

１ 市からの補助金は適正に運用されているか。 

・ 小野田中央青果株式会社は以前から経営悪化が顕著であ

り、平成２４年に小野田中央青果株式会社経営再建プロジ

ェクトが設置され、経営改善計画・提言もあって、累積債

務２，４００万円のうち持ち株分を勘案し、１，４００万

円について平成２６年から３か年で１，１００万円の運営

補助金を支出した。残り３００万円については自助努力を

求めた。 

・ 運営補助金は小野田中央青果株式会社に対して支出した

ものであるが、平成２７年３月１２日の委員会において、

小野田中央青果株式会社及び株式会社小野田青果販売の負

債を一緒に説明するなど支出先が分かりにくくなるような

説明をしていた。 

・ 小野田中央青果株式会社の累積債務の状況は補助金によ

り、平成２８年度末は１，３５０万円に減少した。 

２ 小野田中央青果株式会社及び株式会社小野田青果販売の関

係が市場条例第３９条（自己の計算による卸売の禁止）及び

第４０条（卸売業者についての卸売の相手方としての買受け

の禁止）に抵触しないか。 

・ 平成２２年１０月に小野田中央青果株式会社が子会社と



して株式会社小野田青果販売を設立し、市場機能の強化、

活性化に向けて青果物の加工及び販売などに関連する事業

を行い、小野田中央青果株式会社の経営改善を図っている。 

・ 小野田中央青果株式会社と株式会社小野田青果販売の代

表者は同一人物である。株式会社小野田青果販売には社員

がおらず、小野田中央青果株式会社から従業員を委託して

加工や販売業務等を行っている。 

・ 当時、小野田中央青果株式会社が生き残る道はそれしか

なく、条例違反うんぬんの会議録は確認していない。また、

指摘を受け青果販売について、買受人に聞き取り調査した

結果、多くの方が「実害はない」「支障はない」との回答を

得ており、買受けを不当に制限しているものではなく、条

例違反には当たらないと判断している。ただし、今後も継

続した調査を行う。 

今後の委員会 

の 対 応 

又 は 結 論  

６月議会本会議において問題提起された地方卸売市場につい

て調査した。補助金の運用はもとより、市場条例にも言及し、

ほかにも新たな疑問点が指摘され、調査継続中である。したが

って、今回は中間報告としたい。今後も現地視察、関係者の意

見聴取などさらなる調査の必要性を確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


